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串
間
市
に
は
現
在
１
５
３
の
自
治

会
が
あ
り
ま
す
。
各
自
治
会
で
は
自

治
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
各
役
員
を

中
心
に
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の

た
め
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

串
間
市
に
お
け
る
区
組
織
の
変
遷

　

昭
和
29
年
の
市
制
施
行
以
来
、
地

域
は
「
区
」
と
い
う
単
位
で
、
区
長

を
中
心
に
住
民
同
士
で
助
け
合
い
、

地
域
の
祭
り
な
ど
を
行
い
な
が
ら
交

流
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
区

長
制
と
併
せ
て
社
会
教
育
的
性
格
の

あ
る
自
治
公
民
館
長
制
を
導
入
。
地

域
住
民
の
よ
り
積
極
的
な
親
睦
・
交

流
や
生
涯
学
習
活
動
の
推
進
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
に
は
本
来
、
住
民
自
ら
が
地

域
の
こ
と
を
考
え
、
課
題
を
解
決
す

る
機
能
が
備
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
近
年
、
少
子
・
高
齢
化
、
核
家

族
化
、
過
疎
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、

地
域
内
の
人
間
関
係
の
希
薄
化
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
個
人
の
価
値
観
が
多
様
化
す
る
中

で
、
そ
の
よ
う
な
地
域
の
持
つ
機
能

は
低
下
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か

し
そ
の
一
方
で
は
、
地
震
や
台
風
な

ど
の
災
害
時
な
ど
に
お
け
る
地
域
住

民
の
自
立
と
連
帯
の
必
要
性
は
増
し

て
き
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
平
成
19
年
４
月
、
区
長
・

自
治
公
民
館
長
併
用
制
か
ら
自
治
会

制
へ
と
移
行
。
住
民
同
士
が
共
に
暮

ら
し
、
共
に
支
え
あ
う
、
住
み
よ
い

地
域
づ
く
り
、
自
治
活
動
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
４

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
４
つ
、「
自
助
」「
共

助
」「
公
助
」
そ
し
て
「
協
働
」
で
す
。

　

ま
ず
「
自
助
」。
住
民
本
人
や
家

族
に
よ
る
自
立
、
個
人
の
努
力
で
す
。

自
分
自
身
の
健
康
管
理
を
し
っ
か
り

と
す
る
、
ご
み
を
減
ら
す
な
ど
「
自

分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
や
る
」

と
い
う
、
住
民
そ
れ
ぞ
れ
に
求
め
ら

れ
る
も
の
で
す
。

　

次
に
「
共
助
」。
地
域
や
住
民
同

士
に
よ
る
支
え
あ
い
、
地
域
の
結
束

で
す
。
健
康
づ
く
り
や
地
域
の
美
化

活
動
、
災
害
時
に
備
え
る
自
主
防
災

組
織
結
成
な
ど
「
地
域
で
で
き
る
こ

と
は
地
域
で
や
る
」
と
い
う
、
自
治

会（
地
域
）に
求
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。

重
要
度
が
増
し
て
き
て
い
る
の
が

「
自
主
防
災
組
織
」
で
す
。

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

消
防
な
ど
の
公
的
機
関
が
全
力
を
挙

げ
て
応
急
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

し
か
し
、
道
路
の
寸
断
、
建
物
の
倒

壊
、
断
水
や
電
力
供
給
の
停
止
、
火

災
な
ど
の
二
次
災
害
に
よ
り
、
行
政

だ
け
で
は
十
分
に
対
応
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に

個
人
や
家
庭
単
位
で
ば
ら
ば
ら
に
行

動
し
て
も
効
果
は
少
な
く
、
場
合
に

よ
っ
て
は
混
乱
を
も
た
ら
す
こ
と
も

あ
る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
災
害
時
に
そ
の
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
地
域
住

民
が
お
互
い
協
力
し
合
う
「
自
主
防

災
組
織
」
が
必
要
と
な
る
の
で
す
。

自
主
防
災
組
織
は
災
害
発
生
、
状
況

に
応
じ
て
の
初
期
消
火
や
救
出
、
救

護
、
避
難
、
誘
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
平
常
時
か
ら
災
害
の

予
防
的
活
動
や
防
災
訓
練
な
ど
住
民

が
一
体
と
な
っ
た
活
動
が
重
要
で
す
。

　

串
間
市
で
は
１
５
３
の
自
治
会
中

88
の
自
治
会
が
自
主
防
災
組
織
を
結

成
し
て
い
ま
す
（
平
成
22
年
２
月
１

日
現
在
）。
今
後
さ
ら
な
る
組
織
の

拡
大
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

住
民・自
治
会・行
政
が
一
体
と
な
っ

た
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

　
「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」「
協

働
」
が
住
み
よ
い
串
間
の
キ
ー
ワ
ー

ド
。
住
民
、自
治
会
、行
政
が「
協
働
」、

一
体
と
な
っ
て
よ
り
住
み
よ
い
串
間

を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

続
い
て
「
公
助
」。
こ
れ
は
公
的

な
援
助
、「
自
助
（
住
民
）」「
共
助

（
自
治
会
）」
へ
の
支
援
の
こ
と
で
す
。

地
域
住
民
が
安
心
・
安
全
・
快
適
に

暮
ら
せ
る
よ
う
共
通
の
ル
ー
ル
、
制

度
を
整
備
し
た
り
、
危
険
地
域
の

把
握
・
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
も

の
を
住
民
に
知
ら
せ
た
り
、
災
害
時

の
消
防
署
や
消
防
団
の
出
動
、
避
難

指
示
・
避
難
勧
告
を
出
し
た
り
な
ど
、

行
政
が
果
た
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。

　

最
後
に
「
協
働
」。
こ
れ
は
「
自

助
（
住
民
）」「
共
助
（
自
治
会
）」「
公

助
（
行
政
）」
が
協
力
・
連
携
す
る

こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を

分
担
、
そ
れ
を
果
た
し
、
協
力
・
連

携
し
て
い
く
こ
と
で
、
住
み
よ
い
串

間
市
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
の
で
す
。

自
治
会
の
役
割

　

冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
串
間
市
に

は
１
５
３
の
自
治
会
が
あ
り
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

例
え
ば
「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
設
置
。
自
治
会
独
自
の
予
算
と
市

か
ら
の
補
助
に
よ
り
地
域
内
に
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
衛
生
的

で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
市
か
ら
の
大
事
な

お
知
ら
せ
「
行
政
連
絡
文
書
」
を
、

自
治
会
回
覧
板
を
使
い
各
家
庭
に
届

け
て
い
ま
す
。
各
自
治
会
で
活
動
内

容
は
異
な
り
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
に

も
青
少
年
育
成
、
防
犯
、
自
主
防
災
、

消
防
団
支
援
な
ど
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
で
す
。

自
主
防
災
組
織
の
重
要
性

　

さ
ま
ざ
ま
な
自
治
会
活
動
の
中
で

地
域
住
民
同
士
が
共
に
暮
ら
し
、
共
に
支
え
あ
う
「
自
治
会
」。

住
み
よ
い
串
間
市
を
つ
く
る
た
め
の
４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

「
協
働
」
の
中
で
、
自
治
会
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

住
み
よ
い
串
間
市
を
つ
く
る
た
め
に

親睦・交流活動 子どもから高齢者まで交流を深め地域
が元気になるため、敬老会や伝統行事
などの活動に取り組んでいます。

ごみ問題 ごみステーションを設置することで犬、
猫、鳥からごみの散乱を防ぎ、衛生的
で美しい地域づくりを行っています。

美化活動 下水の清掃、草刈りなどの美化活動を
行い、衛生的で居心地の良い環境づく
りに取り組んでいます。

行政連絡文書の回覧 市役所からの大事なお知らせが自治会
回覧板をとおして自宅まで届きます。

青少年育成 青少年が安全で健やかに育つよう地域
で見守ります。※小学1年生への安全
帽贈呈や親子会活動の支援など

防犯活動 犯罪を防止するための防犯灯（街灯）
の設置を行っています。

自主防災 地震、火事、台風、水害などの災害発
生時の災害・避難情報の伝達など、協
力し助け合います。

消防団支援 地震、火事、台風、水害などの災害発
生時に活躍する消防団の支援をしてい
ます。

〜住民・自治会・行政の協働による地域づくりを推進しましょう〜

住　民（個人）
自　助　〜個人の努力〜
・自分でできることは自分でする。
・自分の健康管理
・ごみを減らす
【例：災害】
（平常時）�避難場所の確認、非常食

の準備
（災害時）避難場所への移動

地　域（自治会）
共　助　〜地域の結束〜

・積極的なまちづくり　・防災、防犯
・交通安全　・健康づくり、子育て支援
・生涯学習推進
【例：災害】
（平常時）　自主防災組織による避難訓練
（災害時）　�近隣世帯への声かけ、行政へ

の連絡

行　政（市役所など）
公　助　〜自助・共助への支援〜

・共通のルール、制度整備
・自助、共助への支援
【例：災害】
（平常時）危険地域の把握、防災マップの作成
（災害時）�消防署・消防団出動、避難指示・避難勧告、

自衛隊へ派遣要請

「自助」とは
自分や家族による自立
（自分自身ができること）

「共助」とは
地域や住民同士による支えあい

（地域ができること）

「公助」とは
公的な援助

（行政ができること）

「協働」とは
役割と責任を分担し、協力･連携すること

自治会   neighborhood self-governing body

■自治会ではこのような活動をしています。

※活動内容は各自治会で多少異なります。
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